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はじめに 

 

・ 「荒川太郎右衛門地区自然再生事業」では、当該地区の自然を再生するための取り組みを

進めています。 

・ 自然再生協議会では、取り組みの効果を確認して順応的な管理を進めるため、地区全体の

環境の状態の把握と事業による整備箇所の効果の把握を目的としたモニタリング調査を

実施しています。 

・ この報告は、事業の進捗とモニタリングの結果を周知・公開するためにとりまとめたもの

です。 

・ モニタリングにより得られた情報は、すぐに事業効果の評価が行えるものばかりではあり

ませんが、継続してデータを積み重ねていくことで将来における評価や管理への反映が可

能となると思われます。 

・ したがって、この報告では評価を結論づけるためのデータの加工や解釈を無理に行うこと

はせず、また、環境保全上の配慮から生物の位置情報が特定されるデータの公開はしてい

ません。 

・ 事業は現在進行中であり、平成 21 年度の試験施工から開始された整備は H29 年度まで

を予定しています。この報告では、平成 20 年度までの「施工前」と平成 21 年度から平

成 26 年度までの「施工中」のデータをとりまとめています。今後も事業やモニタリング

の進捗にあわせて、適宜更新していくことを想定しています。 
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1. 荒川太郎右衛門地区自然再生事業の進捗状況 

・ 「自然再生事業」は、過去に失われた自然環境を取り戻す事を目的に、平成 14 年に制

定された「自然再生推進法」により発足した事業です。 

・ 「荒川太郎右衛門地区自然再生協議会」は、約 70 年前の荒川の河川改修により地域に

取り残された旧流路に着目し、僅かに残る自然を再生することを目的として平成 15 年

7 月に発足し、「荒川太郎右衛門地区自然再生事業全体構想(平成 16 年 3 月作成，平成

18 年 5 月改訂)」を作成しました。 

・ 平成 23 年 1 月には、実施者である国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所が自

然再生事業の「実施計画書」を作成し、具体的な再生事業が始まっています。 
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表 1-1 事業の進捗状況 

全体構想（H16．3（H18．5 改訂）） （＊文章は原文のまま） 実施計画書（H23．1） （荒川上流河川事務所） 試験施工（H21・H22） 整備（H23～H26） 整備(H27 以降、H29 まで)

望まし
い姿 

自然再生の目標 施策 内容 （＊文章は原文のまま） 内容と結果 内容と経過 予定 

７
０
年
前
の
荒
川
旧
流
路
に
お
い
て
太
郎
右
衛
門
自
然
再
生
地
固
有
の
豊
か
な
生
態
系
を
育
む
湿
地
環
境 

【湿地環境の保全・再生】 

Ⅰ.太郎右衛門自然再生地

固有の多様な生き物とそ

れらが生育・生息できる自

然環境を保全・再生する。

特に、多様性、自然性が高

い湿地環境については全

体のバランスを考慮し拡大

を図る。 

 

【過去に確認された生物が

住める環境の再生】 

Ⅱ.過去に確認された当該

区域の固有かつ多様な生

き物が住めるような環境の

再生を目指すものとする。 

 

【蛇行河川の復元】 

Ⅲ.荒川本川と連続させた

流水路として蛇行河川を復

元することにより、多様な

水域・水際環境を形成す

る。 

 

【荒川エコロジカル・ネット

ワークの形成】 

Ⅳ.周辺地域とのエコロジカ

ル・ネットワークの核となる

よう、自然環境の質的向上

を目指す。 

 

【治水面からもプラス】 

Ⅴ.将来にわたり治水の面

からもプラスとなるような自

然再生事業とする。 

【
多
様
な
水
域
・水
際
環
境
創
出
の
施
策
】 

1.旧流路の流水路

としての整備 

（検討事項） （検討事項） 検討無し （検討事項） 

2.旧流路の保全 ①旧流路の保全・再生 

旧流路（上池・中池・下池）の保全・再生を目的に、開放水面の創出を図る。 

中池・下池については既に開放水面があることから、環境の改変は行わないこととし、

モニタリングを行いながら保全を行っていく。 

上池の開放水面の創出においては、呑み口の切り下げ及び上流側で、地下水の湧水

を期待し、河床堆積物の掘削を行う。なお、下流側では希少種（エキサイゼリ、オナモミ）

が確認されていることから、これらの希少種を保全する観点から環境の改変は行わない

ように現状の保全を図る。 

上池呑口部は、現況の呑口よりも敷高を切下げ、増水時における本川からの流入頻度

の向上を図る。 

なお、上池下流で希少種（エキサイゼリ、オナモミ）については減水時の流出防止対策

も併せて実施する。 

●上池：旧流路の掘削 
→ときどき干上がる開放
水面が形成された。 
→水面形成時は沈水植
物・浮葉植物が出現した。 
→湿地を利用する動植物
の目標種・希少種が出現
した。 

●上池の旧流路の保全・再生：旧

流路の掘削＋呑口の切り下げと

流出抑制整備を実施 

◆進捗：旧流路の掘削完了 

●管理用通路・看板の整

備 

3.湿地及び止水

環境の拡大 

②湿地及び止水環境の拡大 

上池周辺の河川敷では、地盤の切下げ等により、湿地及び止水環境の拡大を実施して

いく。また、上池周辺の試験施工地で地中に廃棄物の混入が確認されたことから、施策

の実施においては事前に調査を行い、地盤の切下げ等について検討した上で実施す

る。 

●上池：河川敷（モトクロス場
跡地）の掘削 
→湿地化せずオギ等の乾
性草本の群落になった。 
→旧流路掘削土を撒き出
した範囲では、目標種・希
少種が出現した。 

●上池：モトクロス場跡地の掘削と

旧流路掘削土の撒き出し 

◆進捗：一部完了 

●上池： 

残りのエリアを掘削 

●管理用通路・看板の整

備 

【そ
の
他
の
施
策
】 

4.河畔林の保全 ③河畔林の保全・再生等 

中池の河畔林周辺部における外来植物の繁茂している箇所では、在来植物が生育可

能な環境を整え、本来の在来植物の繁茂する環境を拡大・維持する。 

無し 無し ●中池： 

管理用通路、看板の整

備 

5.ハンノキ林の保

全・再生 

③河畔林の保全・再生等 

高木・壮齢樹化しているハンノキ等の河畔林においては、間伐、下刈り、盤下げ、移植等

を行うことにより、ハンノキ等の河畔林の萌芽、生育適地についての知見を得るとともに、

多様な樹齢の樹木が生育する河畔林を保全・再生する。 

●下池：掘削とハンノキ移植 
→周囲にハンノキがある
場所・無い場所ともにハン
ノキの成長が確認できた。 
→目標種のミドリシジミが
飛来した。 
→移植無しの試験地にハ
ンノキは出現しなかった。 

●下池：シンジュ侵入域の掘削と

ハンノキ 159 本移植 

◆進捗：下池の一部のみ掘削 

●下池： 

追加の掘削・移植 

管理用通路、看板の整

備 

6.河川縦断方向

の連続性の確保 

（検討事項） （検討事項） 検討無し （検討事項） 

7.治水面での施策 （検討事項） （検討事項） 検討無し （検討事項） 

8.維持管理 

9.モニタリング 

10.環境学習と安全な 

利用 

④維持管理 

荒川太郎右衛門自然再生地の維持管理、モニタリング、環境学習及び安全な利用は、

以下の方針に基づき実施していく。 

(1)都心から 40 ㎞圏内に位置するまとまった自然地であることを踏まえ、人と自然のふれ

あいに配慮した良好な自然地を形成していくように管理する。 

(2)希少種や事業実施箇所等を保全するために必要となる外来植物の刈り払いやゴミ拾

い等の活動を実施していく。実施する活動は、環境モニタリングの結果に応じて順応的

に設定することとし、自然再生事業の取組みに参加される方々の協力を得て実施する。

(3)良好な自然地を形成していくため、環境学習や自然体験プログラムを通して、上記の

ような活動を呼びかけ、参加者の意識を高める。 

(4)管理作業の実施にあたっては保全調整会議(仮称)等を随時開催し、目的や手法等の

認識を共有する。また、必要に応じて管理等における専門委員会を設置する。 

(5)事業目標の達成状況はモニタリング調査結果を基に評価し、施策にフィードバックして

いくものとする。 

●維持管理 

下池ハンノキ育成試験箇

所②でつる性草本の除去

を実施 

●モニタリング 

・試験の効果検証調査を

実施 

・効果検証調査の一部とし

て委員によるハンノキ生

育状況とミドリシジミ飛来

状況助状況調査を実施 

●維持管理 

・下池ハンノキ移植地で外来

種、つる性草本の除去を実施 

●モニタリング 

・整備の効果検証調査を実施 

・効果検証調査の一部として委

員よるハンノキ生育状況とミドリ

シジミ飛来状況を調査 

●環境学習と安全な利用 

・下池ハンノキ移植地で外来種

管理と自然観察会を実施 

●維持管理 

今後の管理の内容・体制

を検討 

●モニタリング 

今後のモニタリング調査

の内容と体制について検

討 

●環境学習と安全な利用

イベント等の活動の内容

を毎年検討予定 
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図 1-1 事業の実施状況 

 

元図：実施計画書 P3

元図：実施計画書 P14

旧流路の再生 

H27整備予定 

整
備
状
況 

上池 中池 下池 

管理用通路・看板

整備予定 
 

試験継続中 

試験継続中 

湿地・止水環境の拡大 

湿地・止水環境の拡大 
管理用通路・看板

整備予定 

管理用通路・看板

整備予定 

ハンノキ林の再生 
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2. モニタリング調査の実施状況 

2.1. 調査の枠組み 

モニタリング調査は、以下の２つの枠組みで実施しています。 

 

① 太郎右衛門地区全体の調査 

→ 地区全体の環境を良好な状態で管理していくために必要な情報の収集 

② 自然再生事業の実施計画に関わる調査（整備の効果を見る調査） 

→ 全体構想・実施計画書で掲げた「目標種」（および類似種）に関する情報の収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 調査の２つの枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 調査の２つの枠組みの範囲 

  

●太郎右衛門地区全体の調査

地区全体の環境を良好な状態で管理していくために必要な情

報の収集

（１段階）網羅的な調査

 地区全体でどこにどのような生物が生息・生育するかという情
報は現時点で不十分なため、これを把握します。

（２段階）①貴重な種および良好な環境に対する調査

 保全管理が必要となる貴重な種や良好な環境の実態を把握
します。

（２段階）②外来種などの問題生物に対する調査

 抑制管理が必要となる外来種などの問題生物の実態を把握
します。

●自然再生事業の実施計画に関わる調査

全体構想・実施計画書で掲げた「目標種」（および類似種）

に関する情報の収集

（１段階）目標種の出現の有無を確認する調査

（２段階）目標種の生息・生育実態を確認する調査

 繁殖や採餌など、整備地の利用実態を把握します。

（３段階）目標種の定着状況を確認する調査

 整備地での定着状況を把握します。

元図 ： 実施計画書 P３より

太郎右衛門地区全体の調査 自然再生事業の実施計画に関わる調査
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図 2-3 自然再生の目標種 

 

 

―：整備によって個体数増加が期待できる種

※ハンノキ、オギ、ヨシ、は希少種
ではなく、ハンノキはミドリシジミ
の、またオギ、ヨシはホンドカヤネ
ズミ等の希少種の生存基盤と言うこ
とで図中に記載しています。

―：整備によって確認が期待できる種
※( )再生に時間がかかる種

―：整備によって個体数増加が期待できる種

※ハンノキ、オギ、ヨシ、は希少種
ではなく、ハンノキはミドリシジミ
の、またオギ、ヨシはホンドカヤネ
ズミ等の希少種の生存基盤と言うこ
とで図中に記載しています。

―：整備によって確認が期待できる種
※( )再生に時間がかかる種
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スズムシ

ホンドカヤネズミ

※ハンノキ
(若齢樹)

ヤマトシリアゲ
オナガササキリ

コムラサキ

エゾツユムシ

オオタカ

サシバ

ツミ

カワセミ

ホンドタヌキ

ホンドキツネ
チョウゲンボウ

コミミズク

ホンシュウジネズミ

シュレーゲルアオガエル

タゲリ
タマシギ
ヒクイナ
ヨシゴイ
クイナ
(ニホンアカガエル)コヨシキリ

ミドリシジミ

オナガミズアオ
ヘイケボタル

ハネナシアメンボ
ヒメモノアラガイ
(ドブガイ)

(サクラソウ)

ネアカヨシヤンマ

クマコオロギ
エサキアメンボ

湿性草地の拡大 水域の拡大

乾燥草地・河畔林 湿性草地 水域乾燥草地・河畔林 湿性草地 水域

全体構想 P33より
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2.2. これまでの調査の実施状況 

（1）. 荒川太郎右衛門地区全体の調査 

太郎右衛門地区全体の調査は、協議会発足前の平成 14 年度から関連調査を実施しており、

その時々の目的に応じて項目・範囲・頻度などを変えて実施しています。 

 

○平成 17 年度まで ：全体構想の作成にあたり、課題と目標を明確にするために現状

把握を目的として実施しました。 

○平成 22 年度まで ：実施計画書の作成にあたり、情報の更新や整備時に留意すべき

種の確認を目的として実施しました。 

○平成 23 年度から ：情報の更新を目的として実施しました。 

⇒「1 段階：網羅的な調査」 

○平成 25 年度から ：「テーマ調査」を開始しました。 

⇒「2 段階：良好な環境に対する調査」 

 

 

（2）. 自然再生事業の実施計画に関わる調査 

自然再生事業の実施計画に関わる調査は、平成 17 年度に試験地の調査を実施したほか、

本整備に先立つ試験施工の検証を目的とした調査が平成 21 年度から開始され、平成 23 年

度以降の本整備地を対象とした調査へ継続されています。 
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3. モニタリング結果 

 

3.1. 旧流路水位・地下水 

（1）. 調査の実施状況 

平成 16 年以降、毎年の実施があります。平成 24 年 9 月 14 日の第 22 回生態系モニ

タリング専門委員会の検討を受け、平成 24 年 9 月 29 日の第 32 回協議会で観測箇所の

絞り込みを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 旧流路水位・地下水調査の実施状況 
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（2）. 上池、中池、下池の水位 

 上池、中池、下池ともに、荒川の水位が高いときに連動して高くなります。 

 水位の変化は、中池が安定しており、ついで下池、上池の順に変化が大きい状況です。 

 Ｈ１９の出水では高水敷が冠水したことで、上・中・下池ともに水位が高くなっています。 

 平成２２年度の呑み口の切り下げ以降は、荒川の洪水時に流入することで上池の水位が度々上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 上池・中池・下池と荒川の水位 
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上池水位 中池水位 下池水位
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H16/04/01 H17/04/01 H18/04/01 H19/04/01 H20/04/01 H21/04/01 H22/04/01 H23/04/01 H24/04/01 H25/04/01 H26/04/01 H27/04/01

荒川本川水位（太郎右衛門橋）

上・中・下池水位

荒川水位

高水敷高

大出水に
よる冠水

呑み口切り下げA.P.10.3m 10回の流入

①H22.11
②H23.5.30
③H23.9.1
④Ｈ23.9.22
⑤Ｈ24.5.1
⑥Ｈ24.6.20
⑦Ｈ25.9.17
⑧Ｈ25.10.16
⑨H26.6.7
⑩H26.10.6

呑み口切り下げ後の出水による流入

水位
A.P.m

水位
A.P.m

呑み口切り下げ

※水位は日内の時間最高水位

※水位は日内の時間最高水位

コメントの追加 
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（3）. 上池、中池、下池周辺の地下水位 

 各種整備前後で地下水位の低下、上昇の傾向はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 上池周辺の地下水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 中池周辺の地下水位 
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図 3-5 下池周辺の地下水位 
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3.2. 水質 

（1）. 調査の実施状況 

平成 15 年以降、毎年の実施があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 水質調査の実施状況 

 

＜参考：水質環境基準＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●湖沼環境基準(COD) 

類型 利用目的 基準値

AA 
水道１級、水産１級 

自然環境保全 
及びＡ以下と同じ 

1mg/L
以下 

A 
水道２、３級、水産２級、
水浴、及びＢ以下と同じ

3mg/L
以下 

B 
水産３級、工業用水１級
農業用水、及びＣと同じ

5mg/L
以下 

C 
工業用水２級 

環境保全 
8mg/L
以下 

１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作
を行うもの 
  水道２、３級：沈殿ろ過等による通常の
浄水操作、又は、前処理等を伴う高度の浄水
操作を行うもの 
３ 水産１級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域
の水産生物用並びに２級及び３級 
  水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養
湖型の水域の水産生物用及び３級 
  水産３級：コイ、フナ等富栄養湖型の水
域の水産生物用 
４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水
操作を行うもの 
  工業用水２級：薬品注入等による高度の
浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの
５ 環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等
を含む。)において不快感を生じない限度 
＊平成 23 年度全国ワースト 1 位は印旛沼で

11mg/L（年間平均） 
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（2）. ＣＯＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 水質（COD） 

 

（3）. ＤＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 水質（DO） 

  

コメントの追加 

コメントの追加 
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（4）. ｐＨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 水質（pH） 

 

  

コメントの追加 
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（5）. Ｔ－Ｎ（総窒素） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 水質（T-N） 

 

（6）. Ｔ－Ｐ（総りん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11 水質（T-P） 

 

コメントの追加 

コメントの追加 
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3.3. 植生 

（1）. 調査の実施状況 

平成 14 年、平成 17 年、平成 20-21 年、平成 25 年の実施があります。 

平成 14 年、平成 17 年は情報が十分ではなく、「施工前」としては平成 20-21 年作成

の植生図が存在するため、とりまとめ対象外とします。 

平成 20-21 年は「施工前」「施工中」の両期間にわたりますが、平成 21 年は施工初年

度で部分的な試験施工のみであり、地区全体にその効果が及んでいる状態ではないため、「施

工前」として取り扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12 植生調査の実施状況 
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（2）. 植生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13 植生 

施工前（H20-21） 

施工中（H25） 

コメントの追加 
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3.4. 動植物相 

（1）. 調査の実施状況 

平成 14 年度～平成 26 年度の実施があります。 

平成 14 年度から平成 20 年度までを「施工前」、平成 21 年度から平成 26 年度までを

「施工中」として取り扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 動植物相調査の実施状況 
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（2）. 植物 

 

 

 

 

 

 

 

  

コメントの追加 
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表 3-1 植物相 

（１／６） 
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表 3-1 植物相 

（２／６） 
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表 3-1 植物相 

（３／６） 
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表 3-1 植物相 

（４／６） 
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表 3-1 植物相 

（５／６） 
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表 3-1 植物相 

（６／６） 
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（3）. 鳥類 

 

 

表 3-2 鳥類相 

 

 

 

 

（4）. 両生類・爬虫類・哺乳類 

 

 

表 3-3 両生類相 

 

 

 

 

表 3-4 爬虫類相 

 

 

 

 

表 3-5 哺乳類相 

 

 

 

 

 

（5）. 昆虫類 

 

 

表 3-6 昆虫類相 

 

 

 

 

 

 

  

これ以降は次回 
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（6）. 魚類 

 

 

表 3-7 魚類相 

 

 

 

 

 

（7）. 底生動物 

 

 

表 3-8 底生動物相 
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